
日本遺産きっと恋する六古窯
〜日本生まれ日本育ちのやきもの産地〜

　 日本遺産に対する理
解と関心を高めるこ
とを目的として、文化
庁及び日本遺産連
盟は、２月13日を「日
本遺産の日」とするこ
とに決定しました。

　「日本遺産」とは、地域の歴史的
魅力や特色を通じて日本の文化・
伝統を語るストーリーを「日本遺
産」として認定するもので、これま
で83件が認定されています。
　ストーリーを語る上で不可欠な
魅力ある有形・無形の文化財群を
整備・活用し、国内外に発信するこ
とにより、地域の活性化・観光振興
を図ることを目的としています。
甲賀市では、「忍びの里伊賀・甲賀
―リアル忍者を求めて―」と「きっと
恋する六古窯 ―日本生まれ日本育
ちのやきもの産地 ―」の二つのス
トーリーが日本遺産に認定されて
います。

なぜ２月になったの？
　日本遺産は、地域の活性化とし
て観光振興を推進することも主な
目的としていることから、ＧＷや夏
休みの旅行先の候補選びに宣伝
効果の高い時期である２月とし、
親しみやすさ、覚えやすさから「に
ほん（2）いさん（13）」とされました。

2.13は『日本遺産の日』
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▲日本遺産認定式（平成29年4月28日）
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Ｋ
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れ
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Ｒ
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携
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光
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。

こ
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で
は
、
イ
ベ
ン
ト
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介
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し
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。

▲六古窯を紹介するページ

協議会ホームページ
https://sixancientkilns.jp/
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て
い
く
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に
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、
新
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取
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組
み
も
重
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で
す
が
、
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れ
ま
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が
れ
て
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数
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化
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大
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。
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ミ
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ス
ト
タ
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植
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て
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甲
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ょ
う
。
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